



























































































対象者は、集中日本語 B（初級後半及初中級）を 2017 年秋学期に受講した 10 名である。
内訳は、学部 1 年生 2 名（韓国人男性、アメリカ人男性、各 1 名）と 1 年間の交換留







10 単位の本コースは、1 コマ 70 分の授業が週に 15 コマ 1 で 10 週間に渡って行われる。
初級後半と中級前半の内容を学習し、修了時は、CEFR B1 レベルに到達することが目



















受容（聞く） 受容（読む） 産出（書く） 産出（話す）
標準語で明瞭に話
されていれば、身


























10 月 16 日 映画紹介プロジェクト説明
原稿の書き方指導
10 月 30 日 第 2 回原稿提出
10 月 17 日 推薦映画を選択 11 月 3 日 第 3 回原稿提出
10 月 24 日 初稿と映画ビデオクリップ
提出
11 月 8 日 映画紹介プロジェクト発表
10 月 27 日 授業でピア・リーディング
「だ・である体」指導
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表 3：「映画紹介プロジェクト」の説明
＊ 2008 年「おくりびと」のワンシーン
While his boss is watching, he is wiping 
her dead body with a towel, beautifying 














れ選んだ映画は、以下の通りである。同時に、YouTube にある約 2 分間の映画予告動
画のリンクを提出させた。
表 4：学生がプロジェクトに選んだ映画
タイトル ジャンル 公開年 タイトル ジャンル 公開年








バトル・ロワイアル SF/ スリラー 2000 コクリコ坂から 恋愛ドラマ 2011
そして父になる ドラマ 2013 聲の形 恋愛ドラマ 2016






















発表会当日は、3 週間かけて学習者自身の言葉で練り上げた原稿をメモを見ずに 5 分
から 7 分ぐらいで話し、2 分の映画予告動画を見せ、5 分程の質疑応答をし、発表終了

























































強くそう思う そう思う そう思わない 全然そう思わない
10 0 0 0
2. 映画紹介プロジェクトが日本語の上達に役に立ったと思うか。
強くそう思う そう思う そう思わない 全然そう思わない
3 7 0 0
3. 教師との話し合いは満足いくものだったか。
強くそう思う そう思う そう思わない 全然そう思わない
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くとも可能であることを示したのではないだろうか。専門用語が比較的多い法律ものや
物語の筋が複雑なもの等ジャンルによっては、取り組むのがまだ困難な映画もある。ま
た、鑑賞方法も学習者の母語字幕付きや吹き替え版を観るのを制限しなかった。映画を
どの程度理解し、どの程度詳細に述べられるかは、学習者によって異なり、映画の要約
は、限定的である。しかし、学習者の周りには、目に映るものも含め、様々な言語・非
言語情報が溢れている。早い段階から得た情報を総合的に捉え、学習者の言語レベルで
表現する能力を養うことは、意義があるように思われる。総合的に捉える能力を軸に言
語習熟度が上がるにつれ、より詳細に説明したり感想を述べたりできるようになるだろ
う。日常生活で触れる機会が多い「視聴覚メディア」が、より効果的に使われると、自
律学習にも繋がる。今後、「映像読解」力を養うために、どのような言語能力が必要で、
どのように伸ばしていくか、精査したい。
注
1．週に 1 コマは、個別指導に充てる場合もあった。
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